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議
案
25
件
を
審
議
・
可
決

３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

　

３
月
６
日
か
ら
17
日
の
12
日
間
を
会
期
に
開
か
れ
た
３
月
定
例
会

で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
令
和
２
年
度

予
算
な
ど
議
案
25
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
の
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
と
可
決
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
感
染

症
に
関
す
る
対
応 

―
―

　

町
で
は
、
現
時
点
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な
抗
ウ
イ
ル

可
決
さ
れ
た
議
案

◆
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
成
年
被

後
見
人
の
印
鑑
登
録
に
係
る
所
要

の
改
正

◆
町
交
通
教
育
専
門
員
設
置
条
例

の
一
部
改
正
＝
地
方
公
務
員
法
等

の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
＝
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
開
始
に
伴
う
改
正

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
町
空
家
等

対
策
協
議
会
設
置
に
伴
う
同
協
議

会
委
員
の
報
酬
等
を
規
定

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
国
の

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正

◆
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
＝

民
法
等
の
改
正
に
伴
う
連
帯
保
証

人
の
極
度
額
の
追
加
な
ど

◆
町
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
＝
民
法
等
改
正
に
伴
う
所
要

の
改
正
お
よ
び
整
備
を
進
め
て
い

る
若
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て
、
定

住
促
進
住
宅
と
し
て
、
住
宅
の
名

称
や
家
賃
等
の
規
定
を
追
加

◆
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
＝
道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
う
道
路
占
用
料
の
改
定

◆
町
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
＝
消
防
組
織
や
階

級
等
の
規
定
の
改
正

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会

計
、
下
水
道
施
設
事
業
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
）

＝
各
会
計
に
お
い
て
、
補
助
事
業

等
の
事
業
費
確
定
や
既
定
予
算
の

最
終
的
な
整
理
等
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
町
一
般
会
計
予
算

＝
総
額
62
億
２
，３
０
０
万
円（
対

前
年
度
比
３
・
２
㌫
の
増
）

◆
令
和
２
年
度
特
別
会
計
等
予
算

＝
工
業
団
地
造
成
事
業
・
住
宅
団

地
造
成
事
業
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下

水
道
事
業
会
計

◆
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
（
令
和
２
年

度
〜
６
年
度
）

◆
副
町
長
選
任
へ
の
同
意
＝
大
竹

享
さ
ん
（
10
町
内
）
の
選
任
に
同

意

と
に
よ
る
感
染
症
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
、
国
や
県
教
育
委
員
会
の

要
請
に
よ
り
、
３
月
４
日
か
ら

小
・
中
学
校
を
臨
時
休
業
と
し
ま

し
た
。
こ
の
臨
時
休
業
期
間
中
の

本
町
な
ら
で
は
の
家
庭
学
習
の
取

り
組
み
と
し
て
、
町
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
児
童
生
徒
向

け
の
特
別
番
組
を
放
送
す
る
と
と

も
に
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年

生
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

を
活
用
し
た
学
習
を
、
中
学
校
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

ビ
デ
オ
授
業
を
視
聴
し
な
が
ら
の

学
習
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
、
一
刻
一
刻
と
変

わ
る
状
況
を
鑑
み
、
今
後
も
感
染

状
況
や
国
、
県
の
方
針
等
を
踏
ま

え
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

暖
冬･
少
雪
の
影
響
を
受
け

た
事
業
者
へ
の
支
援 

―
―

　

今
年
は
暖
冬
・
少
雪
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
活
動
に
影
響
を

受
け
る
町
内
事
業
者
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
福
島
県
中
小
企
業
制
度

資
金
の
う
ち
、
自
然
災
害
に
よ
り

事
業
活
動
に
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
向
け
の
融
資
を
受
け
た
場

合
の
信
用
保
証
料
の
補
助
お
よ
び

返
済
に
係
る
利
子
補
給
補
助
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

信
用
保
証
料
の
補
助
は
、
１
，

０
０
０
万
円
ま
で
の
借
り
入
れ
に

対
す
る
保
証
料
を
全
額
補
助
す
る

こ
と
と
し
、
今
次
補
正
予
算
に
所

要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

利
子
補
給
補
助
は
、
同
様
の
借
り

入
れ
に
対
す
る
２
年
間
の
返
済
利

子
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
予
算

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

西
会
津
産
米
の
販
売
促
進

活
動
等
―
―

　

去
る
２
月
４
日
・
５
日
、
大
阪

で
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
と
と
も
に

「
西
会
津
げ
ん
き
米
」
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
訪

問
先
か
ら
は
、
関
西
圏
で
の
販
売

数
量
が
年
々
増
加
し
、
現
在
は
取

り
扱
い
数
量
が
当
初
の
倍
以
上
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
町
と
直
接

つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

を
企
画
し
た
い
と
の
話
が
あ
り
、

今
後
、
西
会
津
産
米
の
販
売
促
進

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
12
月
16

日
・
17
日
の
２
日
間
、
生
産
者
団

体
の
役
員
が
東
京
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
21
日
に
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
株
式
会
社
レ
ナ
ウ
ン
本

社
に
お
い
て
試
食
会
を
実
施
し
、

３
０
０
名
を
超
え
る
社
員
の
皆
さ

ん
に
、
西
会
津
産
米
の
お
い
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
昨
年
要
望
が
多
か
っ

た
現
地
販
売
も
実
施
し
好
評
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
販
売

拡
大
は
も
と
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
効
果
も
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
菌
床
キ
ノ
コ
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生

産
者
が
加
盟
す
る
協
議
会
の
品
評

会
で
、「
西
会
津
し
い
た
け
フ
ァ
ー

ム
」
が
出
品
し
た
５
点
の
う
ち
２

点
が
金
賞
、
２
点
が
銀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
同
社
は
５
年
連
続
の

金
賞
受
賞
と
な
り
、
西
会
津
産
シ

イ
タ
ケ
の
品
質
の
高
さ
が
改
め
て

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
―
―

　

本
事
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

に
加
え
、
楽
天
市
場
、
さ
と
ふ
る
、

Ａ
Ｎ
Ａ
の
各
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
年
１
月
31
日
現
在
、
１
，

６
６
１
件
、
２
，
３
２
４
万
２
，

０
０
０
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、

昨
年
度
と
比
較
し
、
１
，
４
２
７

件
、
１
，
９
４
９
万
１
，
５
０
０

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内

容
を
随
時
見
直
す
と
と
も
に
、
返

礼
品
開
発
に
も
取
り
組
み
、
現

在
、
60
品
目
に
増
や
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
広
告
を
掲
載
し
、

広
く
周
知
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
充
実
さ

せ
、
在
京
西
会
津
会
の
会
員
の
皆

さ
ん
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
寄

附
の
お
願
い
を
行
っ
た
ほ
か
、
西

会
津
応
援
大
使
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。　

　

今
後
も
、
引
き
続
き
返
礼
品
開

発
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
バ

ナ
ー
広
告
の
掲
載
な
ど
を
行
い
、

さ
ら
な
る
寄
附
金
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

町
健
康
増
進
計
画

[

第
２
期]

の
策
定
―
―

　

本
計
画
は
、
平
成
27
年
度
に
策

定
し
た
第
１
期
計
画
が
、
令
和
元

年
度
で
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
町
民
の
健
康
寿
命
の
さ
ら
な

る
延
伸
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年

度
を
初
年
度
と
す
る
第
２
期
計
画

を
、
町
保
健
福
祉
審
議
会
へ
の
諮

問
・
答
申
を
経
て
、
本
年
２
月
に

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
参
加
に
よ
る
検
討
組
織
と
し

て
「
町
健
康
増
進
計
画
策
定
検
討

会
議
」
を
設
置
し
、
４
回
の
会
議

で
委
員
の
意
見
や
考
え
を
盛
り
込

ん
だ
ほ
か
、
令
和
元
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
新
た
な
健
康
づ
く

り
事
業
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、

鎌
田
實
医
師
が
所
長
を
務
め
る
一

般
社
団
法
人
地
域
包
括
ケ
ア
研
究

所
か
ら
の
指
導
や
助
言
、
検
討
会

議
の
運
営
な
ど
の
支
援
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
幸
せ
に
な
る
健
康
づ
く
り
〜

『
百
歳
へ
の
挑
戦
』
の
そ
の
先
へ

〜
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」「
つ
な
が
り
」

の
３
つ
の
健
康
づ
く
り
を
通
し
て
、

町
民
一
人
一
人
の
幸
せ
な
暮
ら
し

の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
な

ど
と
連
携
し
、
各
種
健
康
づ
く
り

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

西
会
津
高
校
活
性
化
―
―

  

町
で
は
、
西
会
津
高
校
活
性
化

対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
今
後
の

学
校
の
在
り
方
や
町
の
支
援
策
等

の
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、昨
年
２
月
、

県
教
育
委
員
会
が
発
表
し
た
県
立

高
校
改
革
前
期
実
施
計
画
に
お
い

て
、
同
校
は
、
１
学
年
１
学
級
規

模
の
本
校
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と

と
も
に
、現
在
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
化
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
４
月
よ

り
委
員
15
名
に
よ
る
学
校
運
営
協

議
会
が
組
織
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
同
対
策
協
議
会
の
こ
れ
ま

で
の
役
割
は
、「
西
会
津
高
校
学

校
運
営
協
議
会
」
と
、
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
「
町
地
域
学
校
協
働

本
部
」
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
、

同
対
策
協
議
会
は
解
散
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ス
薬
な
ど
が
な
い
こ
と
か
ら
、
感

染
予
防
を
中
心
と
し
た
注
意
喚
起

を
１
月
22
日
以
降
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

紙
で
の
お
知
ら
せ
や
、
全
世
帯
へ

２
回
に
わ
た
り
チ
ラ
シ
を
配
布
し

周
知
し
た
ほ
か
、
町
民
バ
ス
で
の

予
防
対
策
や
公
共
施
設
に
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
を
配
置
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、去
る
２
月
28
日
に「
西

会
津
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
電

話
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て

も
子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安
全
を

第
一
に
考
え
、
児
童
生
徒
や
教
職

員
が
日
常
的
に
長
時
間
集
ま
る
こ
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副
町
長
の
退
職﹇

３
月
31
日
付
﹈

▼
福
島
県
へ
復
帰
工
藤
倫
也

退
職
﹇
3
月
31
日
付
﹈

　

▼
上
野
善
弘
（
学
校
教
育
課
主

幹
）
▼
荒
井
克
巳
（
町
民
税
務
課

長
補
佐
兼
税
務
係
長
﹇
民
税
・
固

定
資
産
税
担
当
﹈▼
成
田
美
和（
国

保
西
会
津
診
療
所
主
任
専
門
臨
床

検
査
技
師
）

人
事
異
動
﹇
4
月
1
日
付
﹈

▼
企
画
情
報
課
長
伊
藤
善
文

（
商
工
観
光
課
長
）
▼
商
工
観
光

課
長
岩
渕
東
吾
（
農
林
振
興
課

長
）
▼
農
林
振
興
課
長
矢
部
喜
代

栄
（
企
画
情
報
課
長
）
▼
学
校
教

育
課
長
玉
木
周
司
（
学
校
教
育
課

長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
総

務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
齋
藤
正

利
（
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係

長
）
▼
総
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係

長
長
谷
沼
充
伸
（
商
工
観
光
課

長
補
佐
）
▼
企
画
情
報
課
長
補

佐
﹇
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
担
当
﹈
佐

川
勝
美
（
企
画
情
報
課
付
課
長
補

佐
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
派
遣
）
▼
商

工
観
光
課
長
補
佐
佐
藤
実
（
総
務

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
▼
農
業

委
員
会
事
務
局
次
長
併
農
林
振
興

課
高
津
典
通
（
生
涯
学
習
課
長
補

佐
）
▼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
橋
谷
田
和

弘
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
給
食

セ
ン
タ
ー
次
長
）
▼
生
涯
学
習
課

長
補
佐
佐
藤
栄
作
（
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
併
農
林
振
興
課
）
▼

町
民
税
務
課
長
補
佐
兼
税
務
係

長
﹇
収
税
担
当
﹈
鈴
木
利
博
（
奥

川
支
所
長
）
▼
健
康
増
進
課
主
任

専
門
保
健
師
﹇
課
長
補
佐
職
﹈
田

崎
美
記
子
（
健
康
増
進
課
保
健
師

長
）
▼
総
務
課
行
政
管
理
係
長
薄

清
久
（
商
工
観
光
課
商
工
観
光

係
長
）
▼
奥
川
支
所
長
齋
藤
伸
也

（
町
民
税
務
課
税
務
係
長
﹇
収
税

担
当
﹈）
▼
商
工
観
光
課
商
工
観

光
係
長
齋
藤
賢
（
農
林
振
興
課
農

政
係
長
）
▼
農
林
振
興
課
農
政
係

長
三
留
昭
生
（
総
務
課
行
政
管
理

係
長
）
▼
学
校
教
育
課
学
校
支
援

係
長
小
林
和
洋
（
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
長
）
▼
町
民
税
務
課
税

務
係
長
﹇
民
税
・
固
定
資
産
税
担

当
﹈
江
川
す
が
子
（
町
民
税
務
課

主
査
）
▼
福
祉
介
護
課
付
保
健
師

長
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
齋
藤

美
香
（
福
祉
介
護
課
付
主
任
保
健

師
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
派
遣
）
▼

健
康
増
進
課
保
健
師
長
倉
橋
直
美

（
健
康
増
進
課
主
任
保
健
師
）
▼

健
康
増
進
課
保
健
師
長
二
木
美
津

子
（
健
康
増
進
課
主
任
保
健
師
）

▼
健
康
増
進
課
主
任
専
門
管
理
栄

養
士
﹇
係
長
職
﹈
物
永
葉
子
（
健

康
増
進
課
主
任
専
門
管
理
栄
養

士
）
▼
学
校
教
育
課
教
育
総
務
係

長
佐
藤
美
恵
（
学
校
教
育
課
主

査
）
▼
町
民
税
務
課
主
任
主
査
山

本
公
子
（
出
納
室
主
任
主
査
）
▼

農
林
振
興
課
主
任
主
査
併
農
業
委

本
年
度
の
町
役
場
の
体
制

町
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
新
採
用
職
員
の
紹
介

員
会
秦
康
広
（
町
民
税
務
課
主
任

主
査
）
▼
総
務
課
主
査
長
谷
川
祐

一
（
企
画
情
報
課
副
主
査
）
▼
町

民
税
務
課
主
査
本
田
誠
治
（
建
設

水
道
課
主
査
）
▼
建
設
水
道
課
主

査
齋
藤
俊
一
郎
（
商
工
観
光
課
主

査
）
▼
総
務
課
付
副
主
査
福
島
県

実
務
研
修
生
派
遣
仲
川
恭
介
（
農

林
振
興
課
副
主
査
併
農
業
委
員

会
）
▼
企
画
情
報
課
副
主
査
古
川

祐
樹
（
総
務
課
主
事
）
▼
町
民
税

務
課
副
主
査
大
堀
貴
満
（
企
画
情

報
課
副
主
査
）
▼
福
祉
介
護
課
副

主
任
保
健
師
兼
健
康
増
進
課
副
主

任
保
健
師
佐
藤
実
菜
（
福
祉
介
護

課
副
主
任
保
健
師
）
▼
企
画
情
報

課
主
事
秦
渉
吾
（
福
祉
介
護
課
主

事
）
▼
商
工
観
光
課
主
事
横
山
拓

也
（
建
設
水
道
課
主
事
）
▼
建
設

水
道
課
主
事
植
木
大
翔
（
農
林
振

興
課
主
事
）
▼
出
納
室
主
事
長
谷

川
麻
也
（
商
工
観
光
課
主
事
）

▼
再
任
用
﹇
短
時
間
勤
務
﹈
町
民

税
務
課
寺
田
悟
▼
同　

生
涯
学
習

課
山
口
千
代
志
▼
同　

国
保
西
会

津
診
療
所
看
護
師
兼
群
岡
診
療
所

看
護
師
石
本
明
美
▼
同　

国
保
西

会
津
診
療
所
臨
床
検
査
技
師
兼
群

岡
診
療
所
臨
床
検
査
技
師
成
田
美

和

※
（　

）
内
は
旧
任

大竹  享
とおる

（１０町内）

【
略
歴
】

昭
和
57
年
に
町
職
員
に
採
用
。
平

成
14
年
か
ら
地
域
情
報
課
長
、
町
民

情
報
課
長
、
教
育
課
長
、
商
工
観
光

課
長
、
企
画
情
報
課
長
を
歴
任
。
退

職
後
は
に
し
あ
い
づ
観
光
交
流
協
会

事
務
局
長
、
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
代
表
理
事
を
務
め
る
。
任
期
は
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
。

副
町
長
の
就
任
〔
４
月
１
日
付
〕

辞令を受け取る大竹副町長
学校教育課 主事

田
た

崎
さき

章
あきよし

圭
農林振興課 主事

目
め

黒
ぐろ

拓
たく

商工観光課 主事

長
ながしま

島 翔
しょうへい

平

福祉介護課 社会福祉士

髙
たかはし

橋 茉
ま お

央
健康増進課 主任保健師

武
む

藤
とう

久
く み こ

美子

抱
負
＝
町
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を

見
つ
め
、
積
極
性
と
目
的
意
識
を
大

切
に
職
務
に
臨
み
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
採
用
職
員
紹
介

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

住
み
や
す
く
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

抱
負
＝
再
び
行
政
の
最
前
線
で
働
け

る
こ
と
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
吸
収
し
て
成
長

し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て

町
政
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

抱
負
＝
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で
長

生
き
へ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

抱
負
＝
福
祉
を
通
し
町
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
職

務
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

新たに４名の隊員が着任新たに４名の隊員が着任

地域おこし協力隊  着任紹介地域おこし協力隊  着任紹介
　４月１日、新たに４名の地域おこし協力隊員が着任し、

町役場で委嘱状交付式を行いました。

　式では、薄町長が「素晴らしい経験や能力を西会津町の

ために使ってください。また、一日も早く町の状況を把握

していただき、町に何が足りないのか、どうすれば活性化

するのか、皆さんのアイデアで、西会津町に新しい刺激を

与えてください」と述べ、４名の隊員に委嘱状を手渡しま

した。今回、着任した４名は地域に根差した魅力ある仕事

づくりを行う起業型地域おこし協力隊として、国際芸術村

を拠点に活動します。

　今回の着任で、町が委嘱する地域おこし協力隊員は全員

で13名になりました。（地域課題解決型７名、起業型６名）

近
こんどう

藤 拓
たく

馬
ま

佐
さ

藤
とう

雄
ゆう

太
た

西
にしみち

道 紗
さ え

恵 吉
よしはら

原 友
ゆ か

香

活動内容＝空き家・空き
地を活用したビジネス構
築を目指す

活動内容＝古材を活用し
たビジネス構築を目指す

活動内容＝町の地域資源
の編集と発信事業を行う

活動内容＝漆を活用した
ビジネス構築を目指す
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他の模範となる優良消防団として  表彰旗を受賞

町消防団 優良消防団表彰の受賞を報告町消防団 優良消防団表彰の受賞を報告
　３月 14 日、町消防団の長谷川克美団長と田中英喜

副団長が町役場を訪れ、第 72 回日本消防協会定例表

彰において優良消防団として表彰され、表彰旗と表彰

状の授与を受けたことを薄町長へ報告しました。

　薄町長は「受賞おめでとうございます。今後も他の

模範となる消防団として、安全安心のまちづくりのた

めにご協力をお願いします」と受賞をたたえました。

　この表彰旗は、規律と熟達した技能を有し、日頃か

ら消防の使命達成に努め、他の模範となる消防団に対

して贈られます。町消防団は昭和 37 年２月の受賞に

続き、２回目の受賞となりました。 町長へ受賞を報告する長谷川団長（写真中央）と田中副団長

長年にわたり地域の防火防災に貢献した女性消防隊の皆さん長年にわたり地域の防火防災に貢献した女性消防隊の皆さん

　令和元年度第２回町女性消防隊総会が３月 27 日、

交流物産館よりっせ研修交流室で開かれ、女性消防隊

の解散などについて審議されました。

　審議の結果、少子高齢化の影響などにより隊員数が

年々減少し隊の目的を達成することが難しくなったこ

とから、令和２年３月 31 日をもって解散することが

決まりました。審議後は、隊の長年の活動に対して来

賓よりねぎらいの言葉が贈られ、薄町長からは隊員に

対し感謝状が贈られました。

　女性消防隊は４月より町消防団内に新たに発足し、

今後新たな形で火災予防などに取り組みます。

　東京オリンピック・パラリンピックと聖火リレーの

延期を受け、町では３月 27 日、聖火ランナーの後方

を走るサポートランナーに選ばれていた西会津小５年

の齋藤くららさんと長谷川悠斗さんへ、聖火リレーで

着用し走る予定だったオリジナルのユニフォームを贈

りました。薄町長から贈呈を受けた 2 人は、延期と

なり残念と口をそろえながらも、齋藤さんは「これか

らの学校生活を楽しく頑張りたい」、長谷川さんは「ま

た機会があれば最後まで走りたい」と笑顔で今後の抱

負を述べました。（学年は３月時点）

総会で町女性消防隊の解散を審議・決定総会で町女性消防隊の解散を審議・決定

４月より町消防団女性消防隊が発足４月より町消防団女性消防隊が発足

齋藤さん親子（左から 2・3人目）と長谷川さん親子（同 4・5人目）齋藤さん親子（左から 2・3人目）と長谷川さん親子（同 4・5人目）

東京五輪聖火リレー  サポートランナーの２人へ東京五輪聖火リレー  サポートランナーの２人へ

サポートランナー用ユニフォーム  贈呈サポートランナー用ユニフォーム  贈呈

本年９月末の完成目指す

若者向け住宅起工式若者向け住宅起工式
　４月７日、若者向け住宅整備工事の安全祈願祭・起工式が野沢原町の建設地で行われました。

　町では、若年層の移住・定住の促進、町内企業等の安定した労働力の確保、さらに、野沢まちなかの活性化を

目的に今年度、２階建の集合住宅２棟 16 戸を野沢保育所跡地に整備します。工事は、本年９月末の完成を目指

して進められます。

　安全祈願祭では、薄町長が鍬入れを行い工事の安全を祈願しました。薄町長は、起工式で「町の最大の課題で

ある人口減少に歯止めを掛けるため、魅力的で良質な住環境を提供することはその基盤となるものであり、この

若者向け住宅が、今後の移住・定住促進に寄与することは間違いなく、大きな期待を寄せているところです」と

あいさつしました。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

５月のイベント中止情報５月のイベント中止情報
　５月に実施予定の下記イベントが新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。感染予防および

拡大防止を図るため、ご理解とご協力をお願いします。

　◆令和２年５月９日（土）　福島レッドホープス公式戦　中止

　＜問い合わせ先＞

　　商工観光課　地域振興係　☎４５―２２１３

　◆令和２年５月 31 日（日）なつかし car ショー２０２０　中止

　＜問い合わせ先＞

　　西会津町なつかし car ショー実行委員会　☎４５―２２１３

工事の安全を祈願し鍬入れする薄町長

起工式であいさつする薄町長起工式であいさつする薄町長

若者向け住宅の完成イメージ若者向け住宅の完成イメージ
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以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　令和２年度の教職員対面式が４月２日、町役場大会

議室において行われました。離任および新たに転入し

た教職員は次のとおりです。（敬称略）

◆離任教職員　※（　）内は新任校
西会津小＝岡﨑秀明（退職）、小林典子（退職）、飯

塚真里（退職）

西会津中＝星睦夫（会津若松市立第四中学校）、野

口久美（柳津町立柳津小学校）、白井洋介（会津若松

市立第一中学校）、石橋さつき（会津若松市立湊中学

校）、古川大樹（会津自然の家）

◆転入教職員　※（　）内は前任校
西会津小＝博多弘泰（会津教育事務所）、菅野真理

子（新採用）

西会津中＝鈴木由美子（会津美里町立本郷中学校）、

玉木薫子（喜多方市立第一中学校）、山口郁恵（いわ

き市立桶売小学校）、岩沢慎二（金山町立金山小学校）

　町では３月 23 日、農作物の凍霜害を未然に防ぐこ

とを目的に「町防霜対策本部」を設置しました。設

置の期間は５月 31 日までです。

　この日、本部長の薄町長と岩渕農林振興課長が役

場正面玄関に対策本部の看板を掲げました。

　今後、対策本部より出される情報に注意し、農作

物の十分な管理を行ってください。

＜問い合わせ先＞

農林振興課　農政係　☎ 45―4531

新たに６人の教職員が着任新たに６人の教職員が着任

令和２年度 教職員対面式令和２年度 教職員対面式

農作物の凍霜害に注意しましょう農作物の凍霜害に注意しましょう

防霜対策本部を設置防霜対策本部を設置
  ４月１日より地域おこし協力隊員４人（起業プレー

ヤー）を採用した。うち２人が一級建築士の資格を持っ

ており、今後の活動を期待している。現在、町には地

域おこし協力隊員が 13 人いるが、福島県内で最多の

採用人数であり、①移住・定住、②スポーツ、③情報

発信、④集落支援、⑤西高魅力化、⑥出ヶ原和紙、⑦

会津張り子、⑧起業コーディネーター、プレーヤーな

どの分野で活動してもらっている。協力隊の制度は、

平成 21 年に創設され、町は 25 年度から導入してい

る。目的は人口減少や少子高齢化が進む過疎地域にお

いて、柔軟な発想力と行動力を持った人材を町外から

招致し、若者の移住定住の増加により町の活性化を図

ることであり、期間は３年で、活動に係る経費は全額、

国負担（特別地方交付税）で町の負担は無い。

  ２月 23 日には、協力隊員全員による令和元年度の

活動報告会が開催され、隊員から１年間の取組内容が

報告された。皆さんの報告を聞いて町の活性化のため

に各々頑張っているという印象を受けた。町民の皆さ

んから協力隊員の活動内容が見えないという話を聞く

が、協力隊員についての理解を深めていただくために、

ケーブルテレビや広報紙で随時取り上げ、期間満了後

には町内に定住していただけるよう、地域の皆さんの

特段の支援をお願いしたい。

  協力隊員の皆さん !! 町活性化のためにトップギアに

入れて頑張ってください。
西会津町長

町 長 コ ラ ム  その 16

町における芸術分野の発展のため

佐藤賢太郎さん ７点の作品を町に寄贈佐藤賢太郎さん ７点の作品を町に寄贈
　４月 16 日、彫刻家の佐藤賢太郎さんが町を訪れ、自身が制作した彫刻など７

点の作品を町に寄贈しました。これらの作品は、道の駅にしあいづに３点、町役場・

ロータスイン・西会津小学校・西会津中学校にそれぞれ１点ずつ設置します。

　佐藤さんは、新潟県阿賀町在住で、愛くるしい森の小動物や、清楚な女性像な

ど身近な親しみのあるものをテーマとした石彫刻の制作を中心に活動しています。

『想う』（役場正面玄関）『想う』（役場正面玄関）

『オレア』『オレア』（道の駅にしあい（道の駅にしあいづ）づ）
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